斎藤茂吉の万葉集評価語彙と物理学など～ その作歌への応用 ～ by 田中 教子
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P.147 
        参考文献
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」 は、 家の軒などに巣を作っている燕が夜に鳴いたので、 蛇が狙っていると察して蛇を打つ、

















































































     
 
 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                            
 
 




















































































































































































































































































































































































































































本来何の関係もないが 「て」 一語 つながれている。このような「て」
は、先の万葉集巻七・一〇八八番














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































            
 
   
『斎藤茂吉全集』第六巻








































































































































のうち「下枝のゆらぎ」「火のゆらぎ」「灯のゆらぎ」は前項①の具体的な揺れを意味する「ゆらぎ」である。また「楽の音 は聴覚で作曲家ワーグナー 恋慕 情が曲 なかにとけ込んでい 感覚を捉えたものでこれは前項② 「ゆらぎ」に通じる。最後の「生命 脈
 
ゆらぎ」の「脈」は、一般的には体内




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                          『斎藤茂吉全集』第十七巻
 P. 263 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































501 , 502 , 503 評釈ス」とあるので、「ゆらぎ」の最初はこの日に書かれたと考えられ











   一九〇三（明治三十六）年
    雑誌『馬酔木』に短歌を投稿しはじめる
 
    一九〇八（明治四十一）年












    一九一三年
 （大正六）年
    チューリッヒ工科大学のアインシュタインのもとを訪ねる
 
    一九 四年（大正七）年
     東北大学教授
 
    一九 （大正八
）年






    一九二一年（大正十年）












         『アインスタインと相対性原理』改造社
 
 
    一九二二（大正十一）年




















       アインシュタインの来日時に通訳として日本全国をまわる
 
    一九二三（大正十二）年





    一九二四年（大正十
三年）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































        『赤彦全集』第三巻
P.111 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































       『斎藤茂吉全集』第十六巻












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































       
※訓『斎藤茂吉全集』第十六巻















                  
 
『斎藤茂吉全集』第十六巻























































































































































































































































































































   
※訓『斎藤茂吉全集』第十六巻







































                                                       
 
『斎藤茂吉全集』第十六巻














































































































































































































































































         
※訓『斎藤茂吉全集』第十六巻
 P. 892 


























































































 P. 906 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    『斎藤茂吉全集』第十六巻
P. 530〜



























































































































































































































































































































































































































































































































































 the waves and surges of an ocean of light,  
（波動）
 
the universe is represented in an atom
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          ※訓『斎藤茂吉全集』第十六巻






















































































































                                 
※訓『斎藤茂吉全集』第十六巻












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    
 
 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これは上の句では、目の前 いる猫が配給ののこりの南瓜を食べている様子を「あはれなれ」といい、下の句では戦争の激化をいう。ここ か て 『赤光』の上海事変の歌と似たつくりがみえ このかたちを終生誇りに思っていたことがわかる。
 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































        
P.100〜




























































には直接のつながり 見えないが、 「卵」 、 「母」が「生みたる」存在であるところの「われ」とつなが
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【
声調
ほか
】
 
吉水千之「万葉
声調
試論―人麿、赤人、憶良の韻律研究―」
『
国語と国文学
』
 
一九三五年十一月
 
柴生田稔「万葉集に於ける短歌声調の変遷」
『
国語と国文学
』
 
一九四〇年十月
 
北住敏夫
「
斎藤茂吉の声調論
」
『
国文学
：
解釈と鑑賞
』
 
一九五〇年三月
 
岡崎義恵
「
人麿の長歌と短歌
―
特に短歌の声調について
」
『
万葉
』
 
一九五七年十月
 
五味保義
「『
声調
』
という言葉
」
『
アララギ
』
 
一九六三年四月
 
佐佐木幸綱『極北の声』角川書店
 一九七六年
七月
 
高嶋健一
「
茂吉の声調についての一、二の考察
」
『
熊谷武至教授古稀記念国語国文学論集
』
 
一九七七年十月
 
近藤芳美『短歌思考』短歌研究社
 一九七九年十月
 
永田和宏『表現の吃水ー定型短歌論』而立書房一九八一年三月
 
伊丹末雄
「
斎藤茂吉の短歌声調観
―
万葉歌の訓み方を手がかりに
」
『
大阪青山短大国文
』
 
一九九〇年二月
 
大島史洋『定型の方法論』短歌研究社
 一九九七年六月
 
西条勉
「
人麻呂歌の声調と文体
」
『
専修国文
』
 
二〇〇六年九月
 
村田右富実
「
カイ二乗検定を用いた万葉短歌の声調の分析
」
『
万葉
』
 
二〇〇九年四月
 
村田右富実
・
川野秀一
「
多変量解析を用いた万葉短歌の
声調
外在化について
」
『
美夫君志
』
 
二〇一四年三月
 
 154 
【
歌格
】
 
佐佐木信綱
「
歌格の研究につきて
」
『
帝国文学
』
 
一九〇七年一月
 
佐
佐
木信綱
「
正岡子規の近世万葉研究書目
」
『
国語と国文学
』
 
一九四八年九月
 
小山正
「
歌格研究の先駆小国重年翁の研究に就いて
」
『
国語と国文学
』
 
一九二六年二月
 
小山正
「
歌格研究の先駆小国重年翁の研究に就いて（二）
」
『
国語と国文学
』
 
一九二六年三月
 
塩沢重義『国学者小国重年の研究』
羽衣出版
 
二〇〇六年
九月
 
【
外国文学
】
 
小堀桂一郎「茂吉の写生説と西欧思想」
『
国文学
：解釈と教材の研究
』
 
一九七二年八
月
 
千葉宣一「日本における未来派の紹介と影響日本近代詩史の再検討」
『
国語国文学研究
』
北海道大学国語国文学会
 
一九六六年三月
 
幅健志「イカルスの飛跡：
未来派文学理論
」
『
同志社外国語研究
』
 
一九七三年九月
 
粉川哲夫
「テクノ＝ファシズムと未来派」
『
ユリイカ
』
 
一九八四年十一月
 
吉崎道夫「ルッオソロの〈未来派雑音音楽宣言〉ーその周辺と系譜」
『
日本大学芸術学部紀要
』
一九九二年
 
平辰彦「斎藤茂吉の『写生』説とドイツ文芸：ニーチェの影響をめぐって」
文教大学女子短期大学部文芸科
 
一九九三年
 
井関正昭「未来派の終焉：ムッソリーニとマリネッティの場合」
『
明星大学研究紀要日本文化学部・生活芸術学科
』
 
一九九八年
 
Tisi M
arina Elena「宮沢賢治と未来派」
『
白百合女子大学児童文化研究センター研究論文集
』
 
二〇〇二年三月
 
多木浩二
「
未来派という現象
（３）
マリネッティの詩法
」
『
大航海
』
新書館
 
二〇〇四年
 
【科学
】
 
石原純『美しき光波』弘道館
 
一九〇八年
 
金子務『アインシュタイン・ショック』岩波書店
 
二〇〇五年二月
 
加藤淑子『斎藤茂吉と医学』みすず書房
 
二〇〇九年九月
 
【
斎藤茂吉】
 
佐藤佐太郎『斎藤茂吉研究』
宝文館
一九五七年
年
十
月
 
結城哀草果
『
茂吉とその秀歌
』
中央企画社
 
一九七二
年
十一
月
 
柴生田稔『斎 茂吉伝』新潮社一九七九年
六月
 
土屋文明編『斎藤茂吉短歌合評』明治書院一九八五年
 
上田三四二『斎藤茂吉』筑摩書房
一九六四
年
七
月
 
山本健吉
『
斎藤茂吉
』
日本の詩歌８
 
中央公論社
 
一九六八
年
五
月
 
藤岡武雄『年譜
 
斎藤茂吉伝』
図書新聞社
 
一九六七
年
十一
月
 
本林勝夫
『
斎藤茂吉
』
（近代文学注釈大系）有精堂出版
 
一九七四
年
十一
月
 
安森敏隆
『
幻想の視角
 
斎藤茂吉と塚本邦雄
』
双文社出版
 
一九八九
年
十二
月
 
 155 
塚本邦雄『茂吉秀歌ー「あらたま」百首』
文芸春秋一九七八年
 
塚本邦雄『茂吉秀歌ー「つゆじも」「遠遊」「遍歴」「ともしび」「たかはら」「連山」「石泉」百首』
文芸春秋一九八一年
 
塚本邦雄『茂吉秀歌ー「霜」「小園」「白き山」「つきかげ」百首』
文芸春秋一九八七年
 
岡井隆『茂吉の万葉
 
現代詩歌への架橋』短歌研究社
 
一九八五
年
十二
月
 
岡井隆『人麿からの手紙ー茂吉の読み方ー』短歌研究社
 
一九八八
年
十二
月
 
中野重治『斎藤茂吉ノート』ちくま学芸文庫
 
筑摩書房一九九五年
 
秋葉四郎『新論
 
歌人茂吉
』
角川書店
 
二〇〇三
年
十
月
 
小池光『茂吉を読む』五柳書院
 二〇〇三年六月
 
坂井修一『斎藤茂吉から塚本邦雄へ』五柳書院
 二〇〇六年十二月
 
品田悦一『
万葉集の発明
―
国民国家と文化装置としての古典
』新曜社
 
二〇〇一年二月
 
品田悦一
「
近代万葉の特質を把握するための基礎的調査
―
江戸時代と近代における万葉秀歌選の採歌状況
」
アナホリッシュ国文学
 
二〇一
二年十二月
 
品田悦一『
斎藤茂吉異形の短歌
』新潮社
 
二〇一四年二月
 
